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アジア諸国においては、経済発展
の継続による消費の増大と多様化、
銀行口座普及率の拡大、店舗のモダ
ントレード化、スマホを当たり前に
使いこなす若い年齢層などの要因に
より、キャッシュレス決済の普及が
急速に加速している。
また、各国政府は、税収の拡大や
アンチマネーロンダリング対策を目
的として、国内でのキャッシュの流
れについて見える化を推進、QR等
の独自標準・仕様の策定やナショナ
ルペイメントインフラの強化に取り
組むとともに、決済手数料の国内留
保を目的に、VISAや MasterCard

など国際ブランドではなく、各国に
根差したローカルブランドの決済手
段を育て、保護しようとしている。
決済手段としては、各銀行が発行
するローカルデビットカード、モバ
イルバンキングアプリに加え、小売
やモビリティ、メッセージアプリな
ど消費者を多数保有する事業者が顧
客囲い込みと自分たちのサービスの
利便性向上を目的に独自の決済手
段・Walletを展開。クレジットから

QR、Walletや BNPLといった新た
な決済手段まで乱立・混在する状況
となっている。

決済手段のマーケットシェア獲得
に向けては、各社がプロモーション
合戦を実施。消費者は、常に“お得
な”決済手段を選択、複数の決済手
段をあたり前に使いこなす。また、
コロナ禍によるロックダウンで、家
を出られず買い物にも行けない状況
が続いたことで、消費者がオンライ
ンでモノを買ったり支払を済ませた
りすることを”学習”。若年層以外
にも、対象は広がっ
てきている。
市場が急速に拡大
したことによって、
小売などの事業者側
には大きなひずみを
もたらしている。
様々な決済手段に対
応すべく、ひとつの
レジに銀行ごとの決
済端末をつなぎ、レ
ジ周辺にはたくさん
の QRコードのスタ

ンドも置かなくてはならない。店舗
のバックサイドにおいても、それぞ
れの決済プレーヤーからの入金管理
など、オペレーションが煩雑となり
多くのミスも生じている。

NTTデータは、日本で35年超に渡ってキャッシュレス決済のプラットフォームであるCAFISを運営してきたノウハウを活
かし、2011年から海外事業を展開している。アジア各国に拠点を設け、現地企業と共にそれぞれの地域事情に即し、お客
様の様々なニーズに対応した決済サービスを展開している。

2 アジアにおける決済サービス

急拡大するアジアのキャッシュレス決済へ、
培ってきたノウハウと現地理解で対応
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図１　急速な発展にともなうひずみ

キャッシュレス決済
急拡大のひずみ
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NTTデータは、2011年から海外
決済事業に着手したが、各国それぞ
れで独自に進化するペイメントに対
応すべく、各国の法制度、独自の決
済手段、消費者の特性などに寄り
添ったビジネス展開を進めてきた。
各国の事情に詳しく、一定のマー
ケットポジションを保持する企業と
提携。現地企業がサービスを強化し、
高度化する消費者や加盟店のニーズ
に対応していくのを支えてきた。
基本的なビジネスモデルとして
は、端末と Eコマースに関わるゲー
トウェイを通じて、各国におけるあ
らゆる決済手段を提供するととも
に、単なる決済のみではなく、加盟
店の売上貢献につながるような、デ
ジタルバウチャーやデジタルマーケ
ティングなどの施策にも対応が可能
となる。
決済手段から入金管理などのバッ
クオペレーション、付加価値サービ
スまでを我々が一気通貫で提供する
ことで、加盟店は店頭をスマートに
まとめ、バックサイドを効率化し、

産を活かしながら、キャッシュレス
決済への対応を進め、現在では、
300を超える企業と提携してあら
ゆる支払い手段に対応している。

ベトナムに加え、マレーシア、イ
ンド、香港ではグループ会社を置き、
さらに、韓国、タイ、インドネシア、
フィリピンでは提携先のネットワー
クをハブである香港とつないでサー
ビスを提供している。
日本企業が東南アジア諸国でビジ
ネスを行う際に、自分たちで決済ま
で手掛けるには、各国ごとに必要と
なるライセンス、法制度への対応な
ど、様々なことが求められる。しか
しながら、NTTデータのグローバ
ルネットワークを活用すれば、国ご
とに特化した対応はもちろん、香港
のハブを用いて国をまたいだクロス
ボーダーの決済サービスの提供も可
能である。
アジア諸国においては、マーケット
の変化のスピードが格段に速く、日
本でのビジネスと同じように計画を立
て、その計画の妥当性を検証し、実
行し、課題を修正し…というやり方で
は、計画が出来上がった時にはマー
ケットの状況が全く変わってしまう。
我々も、現地のスタッフと共に、
現地のやり方で、それぞれの文化や
消費者をリスペクトしながらここま
で事業を進めてきた。ローカル決済
を提供していくには、現地に深く入
り込み理解することが欠かせない。
誰よりも現地のことを知っているプ
レーヤーとして、さらなるサービス
の充実やエリアの拡大などに努めて
いきたい。

顧客への付加価値の高いサービスの
提供につなげていくことができる。

NTTデータのグループ会社である
VetUnion Online Services Corporation

は、2009年に中央銀行のライセン
スを獲得して決済サービスを開始。
年間 5000-6000億円、月に 100万
件のトランザクション処理を行い、
国内 25,000を超えるコンタクトポ
イントを持つ社会インフラとして機
能している。
「Payoo」のブランド名で、決済
に関わる様々なサービス、ショッピ
ングサービスはもちろん、電気・ガ
ス・水道料金の収納や分割払いなど
も行っている。特に、Pay@Storeと
いう、公共料金からクレジットカー
ドの支払い、授業料などのコンビニ
払いに対応しているのは、ベトナム
においては VetUnionのみである。

NTTデータがベトナムに進出し
た 2010年代半ば当時は、キャッ
シュレス決済の影もなく、公共料金
などは人々がお店に行き現金で支払
いをしていた。そのネットワーク資
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図 2　基本的な海外ビジネスモデル

CAFIS のノウハウをベースに
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